
   市長と地域の懇談会【有緝】 

 

・開催日時         令和２年 10 月 20 日(火) 19：00～20：00 

 

・まちづくり協議会区域名  有緝まちづくり協議会 

 

・会場           浜郷地区コミュニティセンター 

 

・参加者数         10 人  

 

 

《質問・意見》 

・防犯カメラは、どのような条件で、どのような地域に設置できるのか？ 

 

《回答》 

・今年度から自治会を対象に防犯カメラの設置に対する補助事業を実施している。ど

こにでも設置できるわけではない。三重県の設置ガイドブックに沿って判断している

ので、危機管理課へ相談してほしい。 

 

 

《質問・意見》 

・高向神田線は船江方面へ接続しないのか。せめて北新橋より下流に橋をかけて繋い

でもらえれば便利になる。 

 

《回答》 

・都市計画としては残っているが、実現は難しい。 

 

 

《質問・意見》 

・防災センターから日赤への防災道路の計画があると聞いたことがあるが、どうか。 

 

《回答》 

・倉田山から日赤へアクセスする防災道路という意味合いの計画はない。 

新設道路として、最近市内では、陸上競技場から国道 23 号線への道路拡幅と新設、

日赤周辺の渋滞解消のため桧尻川右岸側道路を県と土地買収を進めている。また、宮

川橋の架け替え、この３つを進めている。その他、電柱・電線の地中化をしてバリア

フリー化など。 

 

 

《質問・意見》 

・桧尻川を横断する橋、さつき苑から日赤へ通じる道路計画はあったか。 

 



《回答》 

・以前、日赤裏からさつき苑を通り国道への道路計画があったが、地元の総意が得ら

れなかったため、計画変更した。 

 

 

《質問・意見》 

・民生委員のなり手が年々減少している。なり手を探すため町中歩いた。倉田山は定

員に満たない。民生委員がいない地区は福祉を必要としている人に寄り添えない。ま

ち協と協力してなり手を把握するなど、選出するための仕組みを確立してほしい。 

 

《回答》 

・現在、役所内で検討を進めている。民生委員の仕事は個人情報の点が難しい部分が

あるが、どういう仕事を残すか整理整頓していきたい。協力員（サポーター）制度を

導入し引き継いでいくなど、全国の事例を研究したい。 

 

 

《質問・意見》 

・民生委員は、負担を感じる部分が多い。特に研修・教育が苦痛。就任する方は、現

役を退き人生経験豊かなキャリア十分の方が多い。積極的に減らしてほしい。 

 

《回答》 

・参考にさせていただきます。 

 

 

《質問・意見》 

・民生委員が欠員の状況。名誉職で、金銭面もボランティア。手当を上げる等の見直

しをしてほしい。 

 

《回答》 

・負担感を下げるようにしたい。手当は難しい。なり手が見つかりやすいような環境

にしていきたい。 

 

 

《質問・意見》 

・下水道の完成はいつごろか。 

 

《回答》 

・神久、河崎は第５期の計画区域となっており、試掘調査を始めた。試掘調査が終了

した区域から実施設計し、来年度から工事に入る。令和７年度まで５、６年を目途に

整備していく予定。接続にご協力をお願いしたい。 

 

 



《質問・意見》 

・学区という括りは一つの良い手法であるが、矛盾しているところがある。例えば、

体育館の運営管理を総合型スポーツクラブが行うことになったが、有緝はあるが、明

倫学区、倉田山中学区には総合型スポーツクラブがないため有緝が受けることになっ

た。ＰＴＡは、昨年から小俣と城田を一緒にした。学区について将来的に見直しが必

要。志摩市の新市長は給食の無償化を公約としている。少子化、子どもに対する対策

として考えていることは。 

 

《回答》 

・人口構造が変化しており、考えていかなければならない。子どもに対しては、学校

の統廃合を進めており、再編しながら、教育を充実していきたい。グローバル人材の

育成（英検受験料の補助）、プログラミング教育（タブレットの整備）、日本語教育

（学校図書室の充実）など。今後は自然体験を学校教育の中に取り入れていきたい。 

 

 

《質問・意見》 

・まちづくり協議会のあり方について、議会でもいろいろ言われている。行政が立ち

行かなくなるので、まち協でやっていってほしいという当初の入り方が尾を引いてい

ると感じる。最低限実施しなければならないという基礎がない。難しいと思うが、ま

ち協に実施してほしい事業の基準を作って補助金を出していくというようにしては

どうか。 

 

《回答》 

・貴重なご意見ありがとうございました。 


